
令和５年11月15日 余 市 商 工 会 議 所 ニ ュ ー ス 第 202 号

　

東
北
・
北
海
道
の
両
地
域
の
経
済
発

展
と
相
互
連
携
を
目
的
に
、
例
年
両
地

域
輪
番
制
で
開
催
し
て
い
る
第
56
回
東

北
・
北
海
道
商
工
会
議
所
連
絡
会
議
が

８
月
29
日
、
東
北
・
北
海
道
87
商
工
会

議
所
の
正
副
会
頭
等
、
約
300
名
の
参
加

の
も
と
盛
岡
市
に
お
い
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
道
商
連
岩
田
会
頭
及
び
東
北

六
県
藤
崎
会
長
か
ら
の
挨
拶
に
続
き
、

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
や
東
北
経
済
産

業
局
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

次
い
で
、「
地
域
資
源
や
既
存
ス
ト
ッ

ク
を
活
用
し
た
特
色
あ
る
地
域
経
済
の

形
成
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
プ
レ

ミ
ア
ム
建
設
券
事
業
や
ま
ち
な
か
の
都

市
公
園
を
生
か
し
た
地
域
活
性
化
へ
の

取
り
組
み
事
例
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見

発
表
が
な
さ
れ
た
後
、
山
形
商
工
会
議

所
矢
野
会
頭
か
ら
大
会
宣
言
文
が
朗
読

さ
れ
、
13
項
目
の
案
件
が
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
次
年
度
は
北
海
道
帯
広
市
で

の
開
催
が
決
定
し
た
。

　

余
市
商
工
会
議
所
・
北
後
志
管
内
４

商
工
会
・
法
人
会
・
青
色
申
告
会
連
合

会
・
間
税
会
８
団
体
主
催
に
よ
る
特
別

経
済
講
演
会
が
10
月
11
日
に
、
作
家
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
門
田
隆
将
氏

を
招
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

講
師
の
門
田
隆
将
氏
は
１
９
８
５
年

高
知
県
生
ま
れ
、
中
央
大
学
法
学
部
政

学
科
を
卒
業
後
、
新
潮
社
に
入
社
。
週

刊
新
潮
編
集
部
に
配
属
さ
れ
、
以
後
、

記
者
、
デ
ス
ク
、
次
長
、
副
部
長
を
経

て
、
２
０
０
８
年
４
月
に
独
立
。「
毅

然
と
生
き
た
日
本
人
像
」
を
テ
ー
マ

に
、幅
広
い
分
野
で
著
書
を
発
表
。「
甲

子
園
へ
の
遺
言
～
伝
説
の
打
撃
コ
ー
チ

高
畠
導
宏
の
生
涯
～
」
や
「
死
の
淵
を

見
た
男
～
吉
田
昌
郎
と
福
島
第
一
原
発

～
」な
ど
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
多
数
。「
こ

の
命
、
義
に
捧
ぐ
～
台
湾
を
救
っ
た
陸

軍
中
将
根
本
博
の
奇
跡
」
で
第
19
回
山

本
七
平
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
テ
レ
ビ
出
演
だ
け
で
な
く
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
な
ど
数
々
の
メ
デ
ィ
ア
に
出

演
さ
れ
、
幅
広
く
活
躍
し
て
い
る
。

　

当
日
は
『
私
た
ち
は
「
国
家
の
難
題
」

を
ど
う
考
え
る
べ
き
な
の
か
』と
題
し
、

現
在
の
日
本
政
府
や
都
県
、
マ
ス
コ
ミ

と
中
国
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
問
題

点
や
、
台
湾
有
事
、
ハ
マ
ス
襲
撃
、
中

国
か
ら
見
た
日
本
に
つ
い
て
な
ど
現
在

日
本
や
世
界
各
国
で
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
独
自
の
視
点
で
解
説
。
こ
れ

か
ら
日
本
国
民
が
何
を
す
べ
き
か
、
今

後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
な
ど

熱
弁
さ
れ
、
聴
講
者
も
真
剣
に
耳
を
傾

け
て
い
た
。

　

去
る
11
月
１
日
、
余
市
経
済
セ
ン
タ

ー
に
於
い
て
、
第
１
回
臨
時
議
員
総
会

が
開
催
さ
れ
、
議
案
と
し
て
会
頭
の
選

任
並
び
に
常
議
員
の
補
充
選
任
に
つ
い

て
諮
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。

　

新
会
頭
に
は
㈲
服
部
葬
儀
社
・
代
表

取
締
役
社
長
の
服
部
秀
己
氏
（
前
副
会

頭
）
が
選
任
さ
れ
、「
地
域
経
済
活
性

化
の
た
め
、
役
員
・
議
員
、
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
を
賜
り
た
い
」
と
就
任
の

挨
拶
が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
常
議
員
の
補
充
選
任
で
は
北

海
道
信
用
金
庫
余
市
支
店
長
の
石
川
直

哉
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

余市商工会議所  第１回臨時議員総会開催
新
会
頭
に

　

服
部
秀
己
氏
就
任
へ
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東
北
・
北
海
道
商
工
会
議
所
連
絡
会
議（
盛
岡
市
）

「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
両
地
域
経
済
の
力
強
い
再
生
」

第
56
回

特
別
経
済
講
演
会

　
　

作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

門
田
隆
将
氏
迎
え
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事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業
と

し
て
経
済
社
会
に
対
応
す
る
た
め
の
企

業
の
思
い
切
っ
た
事
業
再
構
築
の
支
援

を
目
的
に
「
経
営
力
強
化
の
た
め
の

事
業
計
画
作
成
～
見
や
す
い

事
業
計
画
作
成
の
ポ
イ
ン
ト

～
」
と
題
し
、
中
小
企
業
診

断
士
の
橋
本
泉
氏
を
講
師
に

迎
え
、
九
月
二
十
七
日
余
市

経
済
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

　
初
め
に
政
府
支
援
策
の
概

　
事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業
と

し
て
事
業
者
の
不
安
を
解
消
す
る
べ
く

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
課
題
と
対
策
」
と

題
し
、
中
島
典
子
税
理
士
事
務
所
　
中

島
典
子
氏
を
講
師
に
迎
え
て

の
セ
ミ
ナ
ー
が
去
る
九
月
五

日
、
余
市
経
済
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

内
容
や
概
要
、
申
請
書
の
記

入
例
な
ど
の
説
明
、
二
割
特

例
の
詳
細
や
六
年
間
段
階
的

要
説
明
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
事
業
再
構

築
の
考
え
方
や
ヒ
ン
ト
、
経
営
力
強
化

の
為
の
政
府
支
援
策
の
活
用
事
例
な

ど
を
交
え
、
事
業
計
画
作
成
の
コ
ツ

や
ポ
イ
ン
ト
の
解
説
が
行
わ

れ
た
。
続
い
て
事
業
者
概
要

シ
ー
ト
や
決
算
書
入
力
シ
ー

ト
、
財
務
分
析
シ
ー
ト
な
ど

の
活
用
に
よ
る
事
業
計
画
の

書
き
方
の
説
明
や
補
助
金
活

用
の
留
意
点
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
終
了
し
た
。

に
控
除
さ
れ
る
経
過
措
置
の
説
明
を

行
っ
た
ほ
か
、
イ
ン
ボ
イ
ス
に
必
要
な

六
項
目
の
説
明
、
イ
ン
ボ
イ
ス
開
始
後

の
留
意
点
や
対
策
、
修
正
イ
ン
ボ
イ
ス

や
返
還
イ
ン
ボ
イ
ス
な
ど
の

事
業
者
が
不
安
と
な
っ
て
い

る
内
容
に
つ
い
て
も
わ
か
り

や
す
く
解
説
さ
れ
た
。
さ
ら

に
は
消
費
税
非
課
税
事
業
者

向
け
に
消
費
税
の
仕
組
み
や

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
ポ
イ

ン
ト
の
解
説
が
な
さ
れ
、
終

了
し
た
。

　

制
度
改
正
等
の
課
題
解
決
環
境
整
備

事
業
と
し
て
令
和
六
年
一
月
よ
り
施
行

の
電
子
帳
簿
保
存
法
改
正
に
伴
う
セ
ミ

ナ
ー
が
去
る
十
月
十
七
日
、
行
政
書
士

池
田
有
美
氏
を
講
師
に
迎
え
、
実
施
さ

れ
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
電
子
帳

簿
保
存
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

と
題
し
、
電
子
帳
簿
保
存
法

の
改
正
の
内
容
や
電
子
契
約

の
概
要
や
契
約
書
作
成
な
ど

に
つ
い
て
解
説
さ
れ
た
。

　

初
め
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
重

要
性
や
日
本
に
お
け
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
状
況
な
ど
の
現
況

や
ネ
ッ
ト
販
売
の
伸
び
率
に
つ
い
て
の

説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

続
い
て
電
子
帳
簿
保
存
法
改
正
点
を

踏
ま
え
た
概
要
説
明
や
関
係
法
令
で
あ

る
電
子
署
名
法
や
民
法
の
説
明
を
講
師

の
実
体
験
を
踏
ま
え
、
わ
か

り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
。

　

ま
た
実
際
に
講
師
が
使
用

し
て
い
る
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ

を
用
い
、
請
求
書
等
に
つ
い

て
の
留
意
点
な
ど
説
明
が
な

さ
れ
終
了
し
た
。

健康経営優良法人認定の申請までサポート

　

去
る
九
月
二
十
四
日
、
余
市
二
大
祭

り
の
一
つ
で
あ
る
第
三
十
九
回
味
覚
の

祭
典
～
よ
い
ち
大
好
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
、
四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。
当

日
は
快
晴
で
気
温
も
落
ち
着
い
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
開
会
一
時
間
前
に
も
関

わ
ら
ず
多
く
の
来
場
者
が
見
ら
れ
た
。

　

会
場
で
は
、
恒
例
の
余
市
水
産
加
工

業
協
同
組
合
に
よ
る「
身
欠
き
に
し
ん
」

を
は
じ
め
と
し
た
余
市
を
代
表
と
す
る

特
産
品
が
勢
揃
い
、
そ
の
他
に
も
、「
大

空
に
舞
う
凧
揚
げ
コ
ー
ナ
ー
」
や
、
高

所
作
業
車
や
パ
ト
カ
ー
な
ど
の
乗
車
体

験
が
出
来
る「
は
た
ら
く
車
コ
ー
ナ
ー
」

が
初
登
場
。
各
コ
ー
ナ
ー
に
は
長
蛇
の

列
が
続
く
程
の
大
盛
況
だ
っ
た
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
北
海
ソ
ー
ラ

ン
太
鼓
の
演
奏
を
は
じ
め
、
今
年
初
開

催
の
「
プ
ル
ー
ン
種
飛
ば
し
大
会
」
や

「
ビ
ン
ゴ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
余
市

の
秋
を
存
分
に
味
わ
え
る
祭
典
に
幕
が

下
ろ
さ
れ
た
。

　 

味
覚
の
祭
典

　
　
　
～
よ
い
ち
大
好
き

　
　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～

　
大
盛
況
! !

４
年
ぶ
り
の
開
催

第39回

制
度
改
正
等
の
課
題
解
決
環
境
整
備
事
業

電
子
帳
簿
保
存
法
改
正
セ
ミ
ナ
ー
開
催

事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業

事
業
計
画
作
成
セ
ミ
ナ
ー
開
催

事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業

イ
ン
ボ
イ
ス
セ
ミ
ナ
ー
開
催

「 エ ネ ル ギ ー 価 格 高 騰 対 策 支 援 」
燃油価格高騰対策支援 電気料金高騰対策支援 ＬＰガス価格高騰対策支援

町内に本社を有し、トラック、建設用車

輌等の大型車輌を保有（リース契約も含

む）する法人、個人事業者の事業用大型

車輌に１台につき５万円（上限３０万円）

を助成します。（リース契約等減額あり。）

車輌は限定されます。

（主に０ナンバー、１ナンバー、９ナン

バー）

※北海道や町の同様事業に該当する車輌

は除きます。

※一般貨物運送事業者は対象外です。

町内に本社を有する法人、個人事業者

で、直近２年間の電気料金比較により

５０万円以上電気料金が上がってい

る事業者に対し影響額の２割（上限

５０万円）を電気代高騰支援として助

成を行います。

「令和３年 10 月分～令和４年９月分」

と「令和４年 10 月分～令和５年９月分」

の比較となります。

※電気料金は税抜きの金額です。

燃油価格高騰を一般利用者に転嫁で

きない町内に所在するＬＰガス事業

者に対し、ＬＰガス契約者件数に応

じて一定額の助成を行います。

※個人ではなくＬＰガス事業者への

支援となります。

※対象は余市町内の契約件数となり

ます。

申請期間：令和５年10月10日(火）～令和５年12月８日(金）
申請先・お問合せ：余 市 商 工 会 議 所
　　　　　　　　　ＴＥＬ２３－２１１６  

　

令
和
５
年
度
中
小
企
業
活
性
化
促
進

に
係
わ
る
要
望
の
中
で
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
た
事
業
継
続
の
た
め
の

施
策
に
関
す
る
要
望
を
重
点
項
目
と
し

て
、各
部
会
よ
り
「
原
油
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
高
騰
に
関
す
る
対
策
と
支
援
」、

「
電
気
料
金
値
上
げ
に
対
す
る
早
急
な

支
援
並
び
に
補
助
」
を
要
望
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
余
市
町
と
協
議

を
重
ね
た
結
果
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高

騰
対
策
支
援
」
と
し
て
支
援
策
が
ま
と

め
ら
れ
実
現
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
事

業
継
続
や
地
域
活
性
化
に
向
け
た
各
種

要
望
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

支
援
策
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

エネルギー価格
高騰対策支援

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対
策
支
援
の
実
現

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対
策
支
援
の
実
現
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よいち水産品町民感謝デー
よいち水産品セール開催決定
よいち水産品町民感謝デー
よいち水産品セール開催決定

弁護士による無料法律相談室

役
立
つ
情
報
・
お
得
な
情
報

お
届
け
し
ま
す
！！

年賀状廃止のお知らせ

拝啓　時下ますますご清栄のことと

お慶び申し上げます

　平素当会議所の事業推進に対しま

して、特段のご理解、ご協力を賜り

厚くお礼申し上げます。

　さてこの度、近年のデジタル環境

への移行、SDGs や自然環境意識の

高まりなどを鑑み、誠に勝手乍ら

２０２４年より年賀状による挨拶を

控えさせていただくことになりました。

　何卒ご理解いただきたく、今後と

も変わらぬご高配を賜ります様、お

願い申し上げます。

敬　具　

会
頭 

中
山
尚
志
氏 

急
逝

　

当
会
議
所
会
頭　

中
山
尚
志
氏

が
９
月
23
日
、
自
宅
加
療
中
の
と

こ
ろ
85
歳
で
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
山
会
頭
は
、
昭
和
51
年
よ
り

議
員
、
平
成
４
年
よ
り
常
議
員
、

平
成
28
年
に
会
頭
に
就
任
し
、
47

年
の
長
き
に
亘
り
地
元
経
済
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
所
の
ほ
か
、
数
々
の
公
職

も
歴
任
さ
れ
、
余
市
町
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
各

方
面
で
の
功
績
に
よ
り
令
和
４
年

春
の
叙
勲
に
て
、
旭
日
小
綬
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

葬
儀
は
、
９
月
27
日
社
葬
に
て

執
り
行
わ
れ
、
多
数
の
弔
問
者
が

中
山
会
頭
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

（
故
）
中
山
尚
志
会
頭
の
葬
儀

に
際
し
ま
し
て
は
、
皆
様
よ
り
ご

懇
篤
な
る
ご
弔
意
と
ご
厚
情
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

みんなチェック！
　　最低賃金　　　北海道最低賃金

　北海道内の事業場で働くすべての労働者（会社員、パート、アルバイトの方、
学生さんなど働くすべての人）及びその使用者に適用される北海道最低賃金は次
のとおり改定されました。

○最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、臨時に支払われる賃金及
び時間外等割増賃金は算入されません。
○最低賃金額以上の賃金を支払わない場合は、最低賃金法違反として処罰される
ことがあります。
○特定の産業（「処理牛乳・乳飲料、乳製品、糖類製造業」、「鉄鋼業」、「電子部品・
デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業」、「船舶製造・
修理業、船体ブロック製造業」）で働く方には北海道の特定（産業別）最低賃金
が適用されます。

厚生労働省　北海道労働局　労働基準監督署（支署）

最低賃金額　時間額　960  円
効力発生年月日 令和５年10月１日

１１月は、労働保険適用促進強化期間です！
　事業主の皆さん。労働保険の加入はお済みですか。
　労働保険に加入して、従業員の方々が安心して働ける職場にしましょう。
　労働保険とは、労災保険と雇用保険の総称で、労働者の生活の安定、福祉
の増進等を図ることを目的に、国が直接管理運営している保険です。農林水
産業の一部を除き、労働者を一人でも雇用する事業については、法人・個人
を問わず加入が義務づけられております。
　【問い合わせ先】

厚生労働省北海道労働局総務部労働保険徴収課（TEL 011-709-2311）
または最寄りの労働基準監督署・公共職業安定所（ハローワーク）

法律のことで悩んでいる方は
毎月第４週の火曜日（休日等の場合は翌営業日）

●日時　11月21日　12月19日　１月23日　２月20日　３月19日
　　　　午後３時～午後５時　　
●場所　余市経済センター
ご相談をご希望の方は事前に余市商工会議所相談課へお申し込み下さい。

TEL２３－２１１６

LINE公式アカウント

検定種別 回 数 級 試験施行期日 申込受付期間 試験開始時刻

日商簿記検定 第166回 ２～３級 ２月25日(日) １月９日～１月26日
[３級]  9:00
[２級] 13:30

珠算検定
(暗算検定)

第230回 １～10級 ２月11日(日) 12月18日～１月10日 [全級]  9:00

※リテールマーケティング（販売士）検定は2021年度よりネット試験となりました。
　詳細は日本商工会議所検定ホームページをご参照ください。

 2023年度 各種検定試験施工日一覧表［余市商工会議所］

余市の水産加工品
をぜひお買い求めください！

１２月７日（木）・８日（金）の２日間で開催
電　話　→　注　文　→　商品受取

※各店で商品受取方法、送料、お支払方法が異なりますので各店舗へお問合せ下さい。
※数量限定の商品もございます。品切れの際はご容赦下さい。

主催／余市商工会議所水産部会

　  詳しくは１２月３日の新聞折込をご覧下さい。 　

…… 余市町名産品愛護月間 ……
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　余市商工会議所ニュース元旦号（１月１日発行）に広告掲載を
希望される会員企業を募集しておりますので、この機会に是非ご
利用下さい。サイズ及び料金（税込み）は下記の通り（写真可、
但しモノクロ）。Ａ版以上ご希望の方はご相談下さい。

　　　Ａ版：６㎝×24㎝　33,000円　

　　　Ｂ版：６㎝×16㎝　22,000円　

　　　Ｃ版：６㎝×８㎝　11,000円

　　 ※発行部数約5,300部　全町新聞折込み他
　　　 お問い合わせ　業務課　☎２３－２１１６

Ａ

Ｃ

Ｂ

　令和６年の新年交歓会を下記要領にて開催致しますので、参加希望

の方はお申込み下さいますようご案内申し上げます。
◆◆◆◆　創業・創立記念事業所表彰　◆◆◆◆

表彰対象 令和５年１月１日～令和５年１２月３１日の間に、１０

周年・２０周年等、１０周年を単位とした創業・創立記

念（出先企業の場合は、支店、営業所等の開設）の年に

あたる会員事業所

　※個人から法人化している場合は、個人の創業から数

える

負 担 金 無　料

◆◆◆◆　永年勤続優良従業員表彰　◆◆◆◆

表彰対象 余市商工会議所の会員事業所に勤務する従業員で成績優

秀な者

表彰区分 勤続年数が満５年以上～（５年刻み）

　※勤続年数の算定基準は令和５年１０月１日現在

負 担 金 表彰者１名につき１，０００円（記念品代の一部負担）

　※申込書に参加費を添えてお申込み下さい。

●日　  時 令和６年１月９日（火）　午前１１時～正午
　　　　　　　　　　　 （開場：午前１０時３０分）

●会　  場 ホテル水明閣（山田町６８７）

●参 加 費 １名　２，０００円

●申込締切 令和５年１１月３０日（木）まで

●申込方法 別途申込書を会員の皆様へお送りさせて頂いておりますの
で、必要事項をご記入の上、参加費を添えてお申込み下さい。
　※申込書・参加費と引き換えに会券をお渡ししますの

で、当日は、会券を忘れずにご持参ください。

●申込窓口 余市商工会議所・業務課　ＴＥＬ：２３－２１１６
　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：２２－５１００

令和５年度　創業・創立記念会員事業所表彰並びに
永年勤続優良従業員表彰のご案内

申  込  先　　余市商工会議所・業務課
申込締切　　令和５年１１月３０日（木）まで
表  彰  式　　令和６年１月３０日（火）午後６時
　　　　　　余市経済センター・２Ｆホール

新年交歓会開催のご案内

会議所ニュース元旦号への広告掲載のご案内

新
規
会
員
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介

新
規
会
員
入
会
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司
法
書
士 

山
本
洋
樹
事
務
所

　

代
表　

山　

本　

洋　

樹

（
司
法
書
士
・
不
動
産
業
）

（
令
和
５
年
10
月
現
在
）

　
お 

く 

や 

み

ご
逝
去
を
悼
み 

謹
ん
で
お
悔
や
み
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に 

心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

常
議
員
・
西
谷
㈱
代
表
取
締
役

　
　

西　

谷　

正　

男 

氏

議
員
職
務
執
行
者
の
交
代

　
当
所
議
員
職
務
執
行
者
に
交
代
が
あ

り
ま
し
た
。

北海道信用金庫余市支店
支店長

石　川　直　哉
（３号議員）

中山建設㈱
代表取締役

中　山　善　彦
（２号議員）

業   

務   

日   

誌

西　谷　㈱
取締役

西　谷　小百合
（２号議員）

㈱余市自動車工業
代表取締役

森　　　義　仁
（２号議員）
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第
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回
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ン
祭
り

 

〃 　

令
和
５
年
度
余
市
町
表
彰
式

12
日　

公
庫
定
例
金
融
相
談
室

14
日　

第
41
回
三
町
議
員
会
親
睦
交
流
会

18
日　

無
料
法
律
相
談
室

20
日　

常
務
会

31
日　

道
央
商
工
会
議
所
連
絡
協
議
会

専
務
理
事
視
察
会
（
石
狩
市
）

 

〃 　

経
営
指
導
員
研
修
会（
８
／
１
迄
）

　
　

８
　
月

8
日　

常
務
会

 

〃 　

第
２
回
常
議
員
会

9
日　

公
庫
定
例
金
融
相
談
室

17
日　

全
道
商
工
会
議
所
専
務
理
事
会
議

22
日　

無
料
法
律
相
談
室

24
日　

道
商
連
令
和
５
年
度
若
手
・
中

堅
職
員
研
修
会（
８
月
25
日
迄
）

29
日　

第
56
回
東
北
・
北
海
道
商
工
会

議
所
連
絡
会
議
（
盛
岡
市
）

30
日　

経
営
指
導
員
研
修
会（
９
／
１
迄
）

　
　
９
　
月

5
日　

イ
ン
ボ
イ
ス
セ
ミ
ナ
ー

7
日　

常
務
会

13
日　

公
庫
定
例
金
融
相
談
室

14
日　

労
働
保
険
事
務
組
合
担
当
者
研

修
会

19
日　

無
料
法
律
相
談
室

21
日　

し
り
べ
し
高
速
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
３

24
日　

第
39
回
味
覚
の
祭
典

27
日　

事
業
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー

　
　

10
　
月

3
日　

会
員
交
流
視
察
研
修（
札
幌
市
）

6
日　

常
務
会

11
日　

公
庫
定
例
金
融
相
談
室

 

〃 　

特
別
経
済
講
演
会
（
門
田
隆
将
氏
）

16
日　

常
務
会

17
日　

電
子
帳
簿
保
存
法
セ
ミ
ナ
ー

19
日　

第
35
回
よ
い
ち
水
産
品
町
民
感

謝
デ
ー
に
係
る
打
合
せ
会
議

23
日　

常
務
会

 

〃 　

第
３
回
常
議
員
会

 

〃　

 

Ｔ
Ｏ
Ａ
Ｓ
機
能
強
化
説
明
会

24
日　

無
料
法
律
相
談
室

30
日　

労
働
保
険
事
務
組
合
監
査

31
日　

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
中
小
企
業
相

談
所
長
会
議


